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（様式－１ 表紙）

１ 調査名称：新見都市圏街路交通調査

２ 調査主体：新見市

３ 調査圏域：新見都市圏

４ 調査期間：平成２１年度

５ 調査概要：

新見圏域の都市計画道路を見直すなど、新見市における全体的な計画変更に資

する交通調査データを得ることを目的として、新見都市計画地区内を中心に都市

計画道路等に関する交通意識調査をアンケートを実施し、既存計画等を踏まえ、

結果を分析し取りまとめたものである。



- 2 -

（様式－２ａ 調査概要）

Ⅰ 調査概要

１ 調査名：新見都市圏街路交通調査

２ 報告書目次

第１章 街路交通調査の趣旨

1-1．街路交通調査実施の背景・目的

1-2．街路交通調査の役割

1-3．街路交通調査の構成

第２章 街路交通の課題

2-1．上位・関連計画等の整理

2-2．街路交通アンケート調査結果

2-3．現状の都市構造と特性の分析

2-4．街路交通課題の整理

第３章 街路交通調査のまとめ

3-1．街路事業の必要性

3-2．各路線の整備の必要性及び通行量の数値化

3-3．各路線の整備の必要性を検証

3-4．街路事業の方向性
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（様式－３ａ 調査成果）

Ⅱ 調査成果

１ 調査目的

新見市は、平成17年の1市4町合併により、本市の広域的な位置づけが変化して

いる。また、国においては、近年の社会経済情勢の変化に対応した都市計画の制

度変更が予定されている。

このような情勢変化の中で、圏域内の都市施設の必要性や役割にも大きな変化

が生じており、既定の都市計画事業が円滑に遂行されにくい状況となっている。

例えば、都市計画道路の中に長期未着手区間が存在し、道路や公園のバリアフリ

ー化が進まないなどの状況も、その兆候の一つと思われる。このため、都市計画

施設の必要性や計画の実現性を踏まえた交通計画全体の見直しが必要となってい

る。

本調査は、平成20年度実施の都市計画基礎調査に基づき、市民アンケート形式

の調査を実施し結果をまとめることにより、街路事業の現状整理や課題検討を行

った上で、街路事業の方向性を明らかにするものである。

産業及び社会構造の急速な変化や住民の価値観の多様化等に適切に対応する上

で、都市をゆとりと豊かさが真に実感できる人間居住の場として整備し、個性的

で快適な都市づくりを進めるためには、望ましい都市像を都市整備の目標として

明確化し、諸種の施策を総合的かつ体系的に展開していくことが、今日ますます

重要となっている。

また、このような施策の展開に当たっては、広域的観点からの土地利用の調整、

都市活動を支える広域的な都市基盤の整備等を着実に進めることと併せて、地域

社会共有の身近な都市空間を重視した施策を推進していくことが肝要である。さ

らに、住民の理解と参加の下に進めていく前提として、都市整備に関わる総合的

な施策の体系を、行政内部の運用指針にとどまらず住民にわかりやすい形で提示

することも重要となる。

本街路交通調査は、以上の点を踏まえ、新見都市圏域の街路交通について課題

の整理を行い、方向性を示すものである。
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２ 調査フロー

上位計画等の整理

・新見市総合振興計画

・新見市住宅基本計画

・都市計画区域マスタープラン

都市交通の課題の整理

・現状の都市構造と特性の分析 街路交通アンケート調査

・公共交通の課題整理

・街路交通課題の整理

街路交通調査のまとめ

・今後の道路整備について

・今後の公共交通施設について

・各種計画からの視点
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３ 調査圏域図

新見都市計画区域
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（様式－３ｂ 調査成果）

４ 調査成果

①街路交通アンケート調査結果

１）調査の目的

新見市街路交通調査に係る街路交通アンケート調査は、市民生活において、

街路交通という側面から各都市施設・道路の利用状況を把握するとともに、

まちづくり全般に対する評価、課題、今後の保全、整備、開発についての意

向を把握することを目的として実施した。

２）調査の方法

（1）調査対象

平成21年10月１日現在、新見市に居住する満20歳以上の男女2,000人（外

国人を除く）を対象とした。対象者は、住民基本台帳から地区別・年齢階

層別に無作為抽出した。

（2）調査方法

郵送配布、回収方式

（3）調査期間

平成21年11月2日（月）～平成21年11月16日（月）

３）回収結果

(1) 旧新見市 1,272通中 619通 48.7％

(2）旧大佐町 211通中 82通 38.9％

(3) 旧神郷町 134通中 63通 47.0％

(4) 旧哲多町 215通中 118通 54.9％

(5) 旧哲西町 168通中 87通 51.8％

全体 2,000通中 1,012通 50.6％

※市全体の回収数には住所不明43通を含む
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②現状の都市構造と特性の分析

１）総人口の推移

新見市の総人口は、人口減少を続けているが、特に都市計画区域外での減

少が著しい。ただし、用途地域外では増加傾向にある。

２）新見都市圏住民の運転免許及び自家用車の保有状況

運転免許、及び自由に使える車は、ともに約8割が「ある」としている。

３）他に移り住みたい理由

「交通利便性の悪さ」が移り住みたい一番の理由となっている。

【 移 り 住 み た い 理 由 】 (市 全 体 ) 総 数 ＝ 158(SA)

 

自分の好き な仕事や能

力を 活かせる仕事がな

いなど、 働く 環境が

整っ ていないから

16.5%

通勤・ 通学や買物な

ど、 日常生活の様々な

面で交通の利便性がよ

く ないから

32.9%

医療・ 福祉施設が充実

し ておら ず、 高齢者や

障害者が暮ら し にく い

街だから

19.6%

子育て支援や教育施設

が充実し ておら ず、 高

齢者や障害者が暮ら し

にく い街だから

3.8%

住宅団地や公営住宅な

どの居住環境が整っ て

いないから

1.9%

その他

13.9%

治安が悪い（ 防犯対策

が遅れている） から

0.6%

道路や公園などの都市

基盤整備が遅れている

から

2.5%

観光や商業などが活性

化し ておら ず、 街の魅

力が欠けているから

5.1%

自然環境や景観がよく

ないから

3.2%

 

13,495 12,440 12,218 11,977

1,607 1,759 1,715 1,899

27,162
25,692 24,559 22,197

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

Ｈ2 Ｈ7 Ｈ12 Ｈ17

（人）

都市計画区域外

用途地域外

用途地域

42,264
39,891 38,492

36,073

【普通自動車免許の有無】 総数＝1012(SA) 【自由に使える車の有無】 総数＝1012(SA)
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４）外出時の主な利用交通手段

外出時の主な交通手段は約８割が「自家用車」と答えており、自家用車へ

の依存度が非常に高い。

５）都市計画区域の拡大の可能性

都市計画区域を拡大したい方がいいと思っているのは約３割と少数。

③公共交通の課題整理

ＪＲは、伯備線・芸備線・姫新線の３路線、バスは３５路線で運行している

が、いずれも利用者の減少が課題となっている。

１）ＪＲの状況

都市計画区域内にある新見駅と石蟹駅とも減少傾向。

図 ＪＲ利用者数の推移 資料：岡山県統計年報

【外出時の主な利用交通手段】（市全体）  総数＝1012(SA) 

 
徒歩
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鉄道・ 電車

0.8%
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その他

0.8%

自転車
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0.7%

バイ ク
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線）
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ス

0.4%

送迎バス

0.3%

自家用車

79.6%

その他

3.4%

現在の区域を縮小し

て、 規制を緩和すると

と も に公的整備を縮小

する

4.7%

現在の区域のまま、 整

備を抑制し て市民負担

を軽減する

24.4%

無回答

14.7%

現在の区域のまま、 整

備は市民負担を意識し

て計画的に実施する

13.1%

現在の区域のまま、 整

備を積極的に進める

12.7%

現在の区域を公共下水

道整備地区（ 上市横

見、 長尾、 唐松地区）

などに拡大するなどし

て、 市の中心部の計画

的な規制と 整備を拡大

する

9.7%

現在の区域を支局周辺

などの地域にも 拡大

し 、 計画的な規制と 整

備を市全体で進める

17.2%
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２）バスの状況

バスは、運行エリアが拡大した平成18年度に利用者数が倍増したが、その

後は減少傾向にある。

図 ＪＲ利用者数の推移 資料：岡山県統計年報

図 新見市バス路線網図 資料：新見市庁内資料、備北バス㈱

 

182,889

195,039199,357

169,255

168,689

149,805

130,514

115,839

220,837
226,940

215,336

39,956

75,945
68,565 67,317

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

Ｈ10年度 Ｈ11年度 Ｈ12年度 Ｈ13年度 Ｈ14年度 Ｈ15年度 Ｈ16年度 Ｈ17年度 Ｈ18年度 Ｈ19年度 Ｈ20年度

（人） 民間乗合バス 市営バス

 

民間路線バス(備北バス)



- 10 -

④街路交通課題の整理

１）市街地で今後整備が必要なこと

道路や公共交通機関など「交通分野」の整備が最も求められている。

２）都市計画道路

(1)交通頻度

国道180号と比較し、他の道路では通行頻度が低い。

【 市 街 地 で 今 後 整 備 が 必 要 な こ と 】（ 市 全 体 ） 総 数 ＝ 942(MA)

【１ヶ月当たりの通行日数】(市全体)              総数 707(SA)
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①
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③
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⑭ ⑮ ⑯ 

⑰ 

市役所 
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2～ 4 日未満／1 ヶ月 

4～ 6 日未満／1 ヶ月 

6～ 8 日未満／1 ヶ月 

8～10 日未満／1 ヶ月 

10～12 日未満／1 ヶ月 
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11： 自然環境の保全

12： 防災施設の整備

13： 街なかの景観形成

14： その他

（ 人）
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(2)今後の整備の方向性

県道新見勝山線（国道180号以北）と市道新見日南線（江道橋以南）以

外の区間については、いずれも必要性が薄い。

【道路の拡幅が必要と思う道路区間】(市全体)     総数 392(MA)

 

2.8%

19.9%

4.6%

4.8%

9.4%

15.6%
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⑲

（ 選択率）

 

92.1%

32.9%

45.0%

75.2%

37.5%

36.9%

34.4%

66.5%

36.6%
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35.0%

52.3%

24.8%

32.3%

50.5%

33.2%

52.0%

47.4%
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⑲
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 【現状のままでよいと思う道路区間】(市全体)     総数 331(MA)
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(3)見直しの方向性

「市民が各区間をどれほど通行しているか」と、「各区間で整備の必要

性をどれほど感じているのか」を判定率（必要と回答した方の率から 現

状でいいと回答した方の率を減じた率）で分析した。

その結果、既に１００％改良済みである「３柳橋線」を基準として考

えると、交通頻度において、「８松原線」及び「９木谷線」が、整備ニ

ーズにおいて「２駅前通」及び「７中央線」における都市計画の必要性

が薄くなっていることが読み取れる。

３）今後の交通政策の方向性

自家用車と公共交通のバランスよい整備が圧倒的に求められている。

【今後の道路整備について】（市全体） 総数＝1012(SA) 

 

歩行者や自転車の

ための道路環境

（ 歩道・ 自転車道

など） を整備する

25.8%

景観・ 環境の向上

につながる道路環

境（ 街路樹の設

置、 カ ラ ー舗装な

ど） を整備する

4.0%

特に新し い道路は

必要ない

15.0%

その他

1.4%

無回答

9.4%

地域内の集落間を

結ぶ道路（ 主要な

市道など） を整備

する

26.6%

周辺都市や地域間

を 結ぶ広域道路

（ 国道・ 県道な

ど） を整備する

17.9%
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⑤街路交通調査のまとめ

１)今後の道路整備について

「地域内の集落間道路」、「歩行者・自転車空間」整備が求められている。

２)今後の公共交通施設について

新たな公共交通体系の検討など利便性の向上が求められている。

３)各種計画からの視点

「地域、交流」、「まちづくり」、から見ると政策課題は残っている。

玄関口、結節点としての整備、観光地、文化施設に配慮した整備、産業

・交流を支える整備、安心・安全に配慮した整備などがその政策課題とな

ると思われるが、人口減少にともなうニーズの減少を考慮すると、市民と

行政の協働による都市づくり、コンパクトなまちづくり、景観、防災性、

バリアフリーに特化したまちづくりに基づいた整備が重要となっていると

思われる。

 

歩行者や自転車の

ための道路環境

（ 歩道・ 自転車道

など） を整備する

25.8%

景観・ 環境の向上

につながる 道路環

境（ 街路樹の設

置、 カ ラ ー舗装な

ど） を整備する

4.0%

特に新し い道路は

必要ない

15.0%

その他

1.4%

無回答

9.4%

地域内の集落間を

結ぶ道路（ 主要な

市道など） を整備

する

26.6%

周辺都市や地域間

を 結ぶ広域道路

（ 国道・ 県道な

ど） を整備する

17.9%

【今後の道路整備について】（市全体） 総数＝1012(SA) 

 

駅前広場や駅周辺

の交通環境を 整備

する

1.9%

照明や歩道など、

安心し て利用でき

る安全施設を整備

する

16.5%

市街地や主要な施

設の周辺などの駐

車場を 整備する

5.4%

その他

1.6%

地震など災害時の

避難、 救急活動に

対応し た交通環境

を整備する

7.1%

無回答

10.5%

高齢者・ 障害者が

利用し やすい歩道

や駅舎、 バス停、

車両等を 整備する

20.0%

既存の公共交通体

系にこ だわるので

はなく 、 住民が利

用し やすい新たな

公共交通体系を考

える

25.4%

既存の公共交通体

系について、 バス

路線網や運行本

数・ 時間帯などを

充実・ 強化する

11.7%

【今後の公共交通施設について】（市全体）   総数＝1012(SA) 


